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「許されざる者」とは誰か

-『嵐が丘』の神学的解釈-*

廣野由美子

はじめに

『嵐が丘』(1腕兢er毎月eな如S,1847)は出版当初、その独創性と力強さによっ

て読者を驚嘆させつつも、当時としてはあまりにも常軌を逸した内容であった

ゆえに、「道徳的汚点」1のある「荒々しく混沌とした支離滅裂の」2作品である

として、反発を招いた。ことにアメリカの批評界に与えた衝撃は大きく、たと

えばE.P.Whippleは、「『嵐が丘』の作者は獣のような悪性と愚かな冒涜的言葉の

かぎりを尽くし」3、「健全な清教徒の子孫たちの美徳を汚そうとしている」4と

酷評した。このように『嵐が丘』は、19世紀のキリスト教社会における道徳規

範にはとうてい収まりきらない作品であった。

しかし、作者エミリー・プロ二/テ(Emi1yBront6)が、この小説でキリスト

教に対していかなる立場をとっているかは、これらの批評家たちが断じたほど

明白ではない。エミリーの宗教観を探るための手掛かりは、彼女の書き遺した

ものからはほとんど見出せない。聖職者の娘として牧師館に育ったとはいえ、

エミリーの置かれていた宗教的環境は、一般的な国教会教徒の家庭とは異質な

ものであった。父パトリック(PatricBront6)は、アイルラソドのプロテスタ

ントの家に生まれ、のちにウェズリー(JohnWesley)の創始したメソジスト派

(Methodism)に啓発され、ケンブリッジ大学を卒業後、イギリス国教会の教区

牧師補に任命され各地を転々とするうちに、福音主義(Evangelicalism)から
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も大きな影響を受けた。また、エミリーの母の死後プロソテ家の子どもたちの

養育に当たった伯母エリザベス(ElizabethBranwell)や女中タピー(Tabby)

は、厳格なメソディスト派の信仰者であった。しかし、/くトリックは基本的に、

魂の問題についてはあらゆるドグマの束縛から解放され自由に探究すべきであ

るという考えの持ち主で、父のこの教育方針の影響を受けたブロンテ姉妹たち

は、その作品においても、それぞれ独自の自由な立場から宗教的テーマを扱っ

ている。とりわけ自由論者としてのユミリーの態度は、一家のなかでも際だっ

ていた。彼女は、キリスト教の教義に対して徹底した無関心な態度を示したば

かりか、宗教についての自分の考えを常に秘密にしていたと言われる5。このよ

うなェミリーの姿勢は、しばしば反キリスト教的、あるいは異教徒的な思想に

もとづくものと、批評家たちに見なされがちである6。

しかし、それは決してユミリーの作品が、宗教的要素が希薄なものだという

ことを意味しない。『嵐が丘』は、聖書をふまえた内容や表現が全編に散在し、

聖書と切り離すことのできない作品である。SandraGilbertも、語り手ロック

ウッド(Lockwood)が最初に嵐が丘屋敷を訪問する導入部分から、語りの声は

すべて筋の動きと叙述をことさら宗教用語で描こうとしていると指摘している7。

ことに第1巻第3章には、聖書的色彩のきわめて濃厚な箇所が見出される。旅

人ロックウッドが嵐が丘屋敷に泊まった夜、女中に案内された開かずの間の箱

寝室で悪夢を見る場面である。彼はそこで二つの夢を見る。一般に、読者がよ

り強烈なイソパクトを与えられるのは、キャサリン(Catherine)の幽霊が現わ

れる第二の夢であろう。この夢が物語の重要な導入部をなすものであることは

明らかである。しかし、ロックウッドはその前にもう一つ奇妙な夢を見ている。

この宗教色の強い難解な夢が何を意味するのか、何のために作品に挿入されて

いるのかという点については、時として見落とされがちである。しかし、実は

この第一の夢にこそ、『嵐が丘』の核心部分に関わる重要な鍵が隠されているよ

うに思える。まずこの箇所に着目することから出発して、『嵐が丘』と聖書との

関わりを検討し、それを手掛かりとしてこの作品全体の解釈を試みたい。
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1.ロックウッドの夢

(1)第一の夢

ロックウッドは眠りに陥る直前に、意識腰鹿としながら寝室に置いてあった

書物の題名を目で辿る。そこには、「7の70倍、及び7の71倍めの最初。ギマデ

ソ・スフ礼拝堂におけるジェイベス・ブランダラム師による説教(Seventy

TimesSeven,andtheFirstoftheSeventyFirst.APiousDiscoursedeliveredby

theReverendJabesBranderham,intheChapelofGimmerdenSough)」(22)8

と記されている。第一の夢は、この「7の71倍目の最初」をテーマとした夢で

ある。「7の70倍」とは、次の『マタイ伝』第18章第21-22節からの引用である。

それからペテロが来て言った。「主よ、兄弟が私に対して罪を犯しますが、

私はいくたび許せばよいのでしょうか。7度までですか。」イェスは彼に言っ

た。「7度までとは言わない。7の70倍まで許してやりなさい」

7はキリスト教における完全数であり9、その倍数である70は、人間に対する神

の恩寵の完全きを示す。つまり、「7の70倍」というほぼ無限に近い数まで、神

は人間の罪を許すということである。したがって「7の71倍目の最初」とは、

字義通りに解釈すると、神の最大限の恩寵の枠からさえはみ出た「許されざる

罪」(theunpardonablesin)10を意味することになる。

さて、夢のなかでロックウッドは、家に帰ろうとしているとき、自分がこれ

から「7の71倍目の最初の罪を犯したために、衆目の中で摘発され破門される」

(23)罪人が誰であるかを知るために、ブランダラム師の説教を聞きに行こうと

していることに気づく。彼はその「許されざる罪人」とは、自分か、梶棒を携

えて教会へ向かっているジョウゼフ(Joseph)か、あるいは説教師ブランダラ

ムの、三人のうちのいずれかであると思いこんでいる。礼拝堂に到着し、ロッ

クウッドはブランダラムの説教を聞く。はてしなく続く長い説教のなかで、ブ

ランダラムは7の70倍、つまり490の罪を数え上げてゆく。ついに「71倍目の最
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初」の順番へと達したとき、ロックウッドは、自分にこれほどの苦痛を味わわ

せたブランダラムこそ、「キリスト教徒が許すまじき罪人(thesinnerofthesin

thatnoChristianneedpardon)」(24)であると会衆に訴える。ブランダラムが、

ロックウッドに向かって「汝こそその者なり」と宣告すると、全会衆がいっせ

いに杖を振りかざしてロックウッドを襲撃し、たちまち会堂じゅうが殴り合い

の騒動になったというところで、ロックウッドは目が覚める。

これは実に混沌としたとりとめのない夢であるが、現実の知識と夢特有の荒

唐無稽な論理とが混ざり合っている点では、妙にリアリティックな夢でもある。

この部分には、『マタイ伝』をほじめ、聖書からの引用が数多くちりばめられて

いる。ロックウッドが会衆に向かって叫ぶ"…theplacewhichknowshimmay

knowhimanymore!"11という言葉は『ヨブ記』、ブランダラムの台詞`て勒ou

arttheA4bn!"12は『サムエル記』第二巻、"Brethren,eXeCuteuPOnhimthe

judgementwritten!SuchhonourhaveallHissaints!"13は『詩篇』、ロックウッ

ドの語りのなかの表現"Everyman'shandwasagainsthisneighbour"14は

『創世記』に、それぞれ典拠がある。濃い聖書色に塗り込められた雰囲気のなか

で、一貫してその基調となっているのは「罪」の観念である。ここには、「許さ

れざる者は誰か」という問に対して答えを求める強迫観念じみた衝動が含まれ

ている。ロックウッドとブランダラムは、互いに相手こそその罪人であると告

発し合う。ジョウゼフをはじめとする会衆たちは、はじめはロックウッドを裁

こうとするが、最後はだれもが相手かまわず打ってかかる。つまり、問に対す

る明白な答えに到達せぬまま、夢は混乱のうちに途切れてしまうのである。し

かし、この夢が提示する問は、実はこのまま立ち消えになったわけではなく、

いったん保留にされ、あとに続く物語へと持ち越されたのではないだろうか。

つまり、この第一の夢が含む問は、物語全体に謎を投げかけていると考えられ

るのである。
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(2)二つの夢の連続性

ロックウッドは、ブランダラムが説教壇の板を猛烈にたたく音を夢のなかで

聞くうちに目をさまし、その轟音の正体が突風に吹かれて寝室の窓ガラスに当

たる樅の木の枝であったことを突き止める。その直後にロックウッドほ再びま

どろみ、第二の夢を見る。夢のなかでロックウッドが騒々しい音を止めようと、

窓ガラスを突き破り木の枝をつかむと、それは少女の手で、彼にすがりついて

部屋の中に入れてほしいと懇願する。その「幽霊」は、キャサリン・リントン

(CatherineLinton)と名のり、20年間荒野をさまよっていると言いながらすす

り泣く。ロックウッドは恐怖のあまり少女の手首を割れた窓ガラスに擦りつけ、

夜具を血で染め上げる。ようやくその手を振りほどいたあと、彼は金切り声を

あげながら夢から覚めるのである。

この第二の夢はロックウッドが箱寝室で寝ているという状況設定であり、教

会を舞台とした第一の夢とは一見まったく別個のもののように見える。しかし、

「説教垣をたたく音→樅の木のざわめく音→キャサリソの泣き声」というように、

音の変質を通して二つの夢は連続している。また、ロックウッドが接触してい

るものも、「群衆の棍棒一→樅の木の枝→キャサリ/の手の指」というように、同

一物の変形として捕らえることができる。それゆえ、これらの夢はさらに深い

ところでつながっている可能性があると考えられる。

二つの夢の連続性を指摘した議論はこれまでにもあるが、夢の解釈というと、

やはり精神分析批評的な傾向のものが圧倒的に多い。たとえばPhilipK.Wion

は、二つの夢に「家に帰るというテーマ」(thethemeofcominghome)が通底

していることに着目する。第一の夢の発端は、ロックウッドが家に帰る場面か

ら始まり、家に帰るには「巡礼の杖」(apilgrim'sstaff)がなければならない

というジョウゼフの言葉をばかばかしいと感じるうちに、彼は自分の行き先が

教会で、これから説教を聞きに行くということに気づくのである。Wionはこの

部分をフロイト的に解釈し、``home"は母、究極的には子宮を象徴し、男性の象

徴である"sta拝''によってそれに侵入するというオイディプス的イメージが、
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この夢を強烈な不安感で染めあげているとする。第二の夢も、少女の幽霊が

"I'mcomehome"と言って現われる点で、共通のモチーフが貫かれている。

Wionによれば、この少女の幽霊はロックウッドの母親の倒錯した姿であり、窓

から中へ入れてほしいという幽霊の懇願に対してロックウッドが極度の恐怖感

を覚えるのは、その根底に近親相姦への罪悪感が潜んでいるゆえであるとされ

る。15またRonaldF.Fineは、二つの夢から性的行為を象徴する表現を拾い上げ、

そこにロックウッドの抑圧された性的願望が含意されているとする。Pineによ

れば、第二の夢の幽霊は、ロックウッドが実際に会って心引かれた女性キャサ

リン二世であり、彼女が侵入してくる悪夢のなかに、自分の性的不能に対する

彼の不安感が現われているとされる。Fineはさらに作品中のキャサリソー世や

ヒースクリフ(Heathcliff)の夢を取り上げて、そこからも同様に性的含意を読

みとっている。16

確かに、夢のなかに現われた人間の無意識の領域に光を当てることは興味深

いが、ロックウッドの夢がきわめて聖書的雰囲気の濃厚なものであることを考

えあわせると、それにフロイトの心理学を適用することが、もっとも相応しい

解釈方法であるとは必ずしも言えない。そこでこれらの夢をまず、キリスト教

的観点から分析してみる。二つの夢は、「許されざる罪」という宗教的テーマに

よって、執拗につながっていると見ることができるのではないだろうか。17キャ

サリンの幽霊は、"I'dlostmywayonthemoor!"(25),"I'vebeenawaiffor

twentyyears!"(26)と言う。これらの言葉は、どのように解釈するべきか。

ロックウッドは、悪夢にうなされ興奮がまだ冷めぬうちに、ヒースクリフに向

かって次のように言う。

"Ifthelittlefiendhadgotinatthewindow,Sheprobablywouldhave

Strangledme!‥.Andthatminx,CatherineLinton,OrEarnshaw,Orhow-

evershewascalled-Shemusthavebeenachangeling-Wickedlittle

SOul!Shetoldmeshehadbeenwalkingtheearththesetwentyyears:ajust
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punishmentforhermortaltransgressions,I'venodoubt!"(27)

55

このように、夢を見たロックウッド自身の印象からすると、夢に現われたキャ

サリンの幽霊は、生前に何か「大罪」(mortaltransgressions)を犯している。

つまり、彼女は罪を犯し、追放の身であるゆえにさまよっていることがほのめ

かされているのである。

そこで、二つの夢をつなぎ合わせてみると、「7の71倍目の初め」つまり「許

されざる罪」を犯した者は、キャサリソであるという答えが浮かび上がってく

る。これらの連続的な二つの夢は、これから始まる物語がある「許されざる老」

の話で、それがキャサリンであることをほのめかしているのではないだろうか。

2.キャサリンとは何者か

(1)7-ンショー氏の死に至る不安

悪夢を見たあとロックウッドはスラッシュクロス屋敷(ThrushcrossGrange)

に帰り、家政婦ネリー・ディーン(NellyDean)に嵐が丘畳敷の人々について

尋ねる。ネリーはかつてアーソショー(Earnshaw)家の使用人であったころを

回想し、昔に遡って一族の物語を語る。

ヒースクリフがリバプールでアーソショー氏に拾われてきた数年後、早くも

アーンショー氏の死期が近づく。しかし、ネリーが語るアーソショー氏の最期

の様子には、なにか不可解きがつきまとう。それまで「活動的で健康的(active

andhealthy)」(41)であったアーンショー氏が急速に弱ってゆく。ネリーはそ

の原因が心労であったことをほのめかしている。彼はヒースクリフを溺愛し、

この自分のお気に入りが少しでも痛めつけられるようなことがあると苛立ち激

怒し、たえず神経をとがらせて警戒する。やがてアーンショー氏ほ息子ヒソド

リー(Hindley)を大学へやり厄介払いするが、さらにキャサリンとジョウゼフ

の二人が災いをもたらす原因になったと、ネリーは語る。使用人ジョウゼフは

独善的な偽善者で、たえず聖書のなかから主人一家にとって呪いとなるような
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言葉を探しまわっては、アーンショー氏に吹き込み洗脳する。ことに彼ほ、い

ちばん悪いのはキャサリンであるというような話を毎晩のようにアーソショー

氏に聞かせるのであった。ネリーはそのころのキャサリンの様子を次のように

描いている。

Certainly,She[Catherine]hadwayswithhersuchasIneversawachild

takeupbefore;andsheputallofuspaStOurpatiencefiftytimesandofT

tenerinaday:fromthehourshecamedownstairs,tillthehourshewent

tobed,Wehadnotaminute'ssecurltythatshewouldn'tbeinmischief.

Herspiritswerealwaysathigh-Watermark,hertonguealwaysgolng-

Slnglng,1aughing,andplagulngeVerybodywhowouldnotdothesame.A

wild,Wickslipshewas.‥His[MrEarnshaw'S]peevishreproofswakened

inheranaughtydelighttoprovokehim;Shewasneversohappyaswhen

Weallscoldingheratonce,andshedefyinguswithherbold,SauCylook,

andherreadywords;turnlngJoseph'sreligiousCurSeSintoridicule,bait-

lngme,anddoingJuStWhatherfatherhatedmost,Showinghowherpre-

tendedinsolence,Whichhethoughtreal,hadmorepoweroverHeathcliff

thanhiskindness:howtheboywoulddoherbiddinglnanything,andhis

Onlywhenitsuitedhisowninclination.(42-43)

ネリーの描写から、死に至るアーンショー氏の最期の心労の種が、どうやら娘

キャサリソであったことが推察できる。彼はよくキャサリンに対して、次のよ

うなことを言っていたと、ネリーは回想する。

"Nay,Cathy,...Icannotlovethee;thou'rtworsethanthybrother.Go,

Saythyprayers,Child,andaskGod'spardon.IdoubtthymotherandI

mustruethatweeverrearedthee!"(43)
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アーンショー氏の言葉は、聖書の言葉のように単純で厳かな趣があるが、たん

なる子どもの無邪気な悪戯に対する親の台詞としては、いささか奇妙にも思え

る。まるでキャサリンは生まれてこなかったほうがよかったと言っているよう

な、絶望的な響きがここにはある。アーンショー氏は、「ヒソドリーは駄目な人

間で、どこへ行ってもろくな人間にはならないだろう」(41)と述べているが、

キャサリンはそのヒソドリーよりも「もっと悪い」と言うのである。彼女が

「神さまのお許し」を請うても、救われる望みが薄いことをすでに予感している

ようなふしさえある。しかし、いかに手に負えない悪戯っ子とはいえ、ネリー

もキャサリンについて、"...afterall,Ibelieveshemeantnoharm"(42)と

述べている。では、実の父が娘をかくまで「悪い」と直観したのはなぜだった

のだろうか。

ネリーは、晩年のアーンショー氏が「少しでも自分の権威が軽んじられると、

気も狂わんばかりに激怒した」(41)と述べている。したがって、キャサリソの

不遜な態度は、アーンショー氏をもっとも苛立たせ、その寿命を縮めかねない

ような頬のものであったことがわかる。アーソショー氏の死の場面は、ネリー

によって次のように描かれる。

Irememberthemaster,beforehefellintoadoze,StrOkingherbonnyhair

-itpleasedhimrarelytoseehergentle-andsaylng-

"Whycanstthounotalwaysbeagoodlass,Cathy?"

Andsheturnedherfaceuptohis,andlaughed,andanswered,

"Whycannotyoualwaysbeagoodman,father?"

Butassoonasshesawhimvexedagaln,Shekissedhishand,andsaidshe

WOuldsinghimtosleep.ShebegansinglngVerylow,tillhisfingers

droppedfromhers,andhisheadsankonhisbreast.(43-44)

これは一見安楽な死の場面ではあるが、アーソショー氏が息を引き取る間ぎわ
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に、娘の口答えを聞いて苛立ち、その歌声を聴きながら死んでいったことは暗

示的である。彼の言う「よい娘」の"good"の概念には、一般的なレベルから宗

教的レベルまで広い意味が含まれる。聖書においては、"gOOd"は善なる神との

関連によって規定される属性を意味し、その反対概念は、神に対する故意の反

逆から生じた属性とされる"evil"である。18したがって、7-ンショー氏の言葉

には、キャサリンが善なる存在ではないことへの嘆きが含まれているとも取れ

る。アーソショー氏は、彼の信頼する従僕ジョウゼフの信仰を嘲笑し、父に反

抗するキャサリンの不敵さのなかに、神に逆らうことをも畏れぬ悪の兆しを見

てとったのかもしれない。娘の最後の反抗の言葉と死の歌を聴きつつ、彼は消

しがたい予感を抱きながら死んでいったにちがいない。

この場面は、キャサリンが父の死の直接的な原因ではないまでも、少なくと

も精神的には死の引き金となるような存在であったことを暗示している。晩年

のアーンシュー氏の異常な苛立ちの真相がいかなるものであったかは、依然と

して不可解であるが、キャサリンの存在が、ことに彼の寵児ヒースクリフとの

関わりのうえで、まさに死に至る不安を彼に与えていたように思える。彼は、

ヒースクリフと争いの絶えなかったヒソドリーを嫌い疎んじたが、ヒースクリ

フと密な関係にあったキャサリンを、それにもまして危険視していたのかもし

れない。

(2)キャサリンの夢

第1巻第9章でキャサリン自身がネリーに語る夢のなかにも、彼女が「許さ

れざる者」であるという暗示が含まれている。夢の話をする前に、キャサリン

は"IfIwereinheaven,Nelly,Ishouldbeextremelymiserable."と切り出す。

するとネリーは、"Becauseyouarenotfittogothere….Allsinnerswouldbe

miserableinheaven."(80)と答える。それに対してキャサリンは、天国へ行っ

た夢の話をしようとするが、自分が「罪人」と呼ばれたことについては反論し

ない。キャサリンが罪人であることは、彼女自身もネリーもすでに了解してい
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るような雰囲気が、ここには漂っている。キャサリソは、自分が見た夢につい

て、次のように語る。

…heavendidnotseemtobemyhome;andIbrokemyheartwith

weeplngtOCOmebacktoearth;andtheangelsweresoangrythatthey

flungmeout,intothemiddleoftheheathonthetopofWuthering

Heights;WhereIwokesobbingforjoy."(80)

SandraGilbert19をはじめ多くの批評家たちが指摘しているように、この「天国

から堕ちる」というパターンのなかには、ミルトン(JohnMilton)の叙事詩

『失楽園』(fbmdiseムosよ,1667)における楽園喪失のモチーフの反復が見られ

る。『失楽園』において、神の怒りを買い天国から突き堕とされた天使ルシファー

(LllCifer)は、地獄で悪魔サタソ(Satan)となり、神への復讐のために人間を

堕落へと誘う。もし、「キャサリソ=堕天使」という図式を当てはめるならば、

彼女は神に反逆し人間を堕落させるサタ∵/であることになる。夢のなかのキャ

サリソは、天国から堕とされたことに対して、サタンのように神を恨まず、逆

に嬉し泣きする。しかし、それは神の怒りに対しで悔い改めないという点で、

同様に救いからほど遠い態度であると言えよう。また、キャサリンが天国から

堕ちた先は地獄ではないが、キリスト教的な天国とは別の、「嵐が丘」という楽

園である。このように、この夢には、キリスト教的な意味での背徳の気配が漂っ

ている。キャサリンは、この夢が「ワインが水を染めるように、心のすみずみ

まで染み通り、私の心の色を変えてしまった夢」(79)で、これが自分の

secret"を説明することになる(80)と述べている。したがって、このあとキャ

サリンの心は、自分がキリスト教的な神から見放された老となる定めにあると

いう思いで、染め上げられたにちがいない。

キャサリンのこのような信条は、彼女の言葉の端々に表われる。嵐が丘を去っ

たヒースクリフが三年ぶりに姿を現わした晩、キャサリソほ狂喜して、"The
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eventofthisevenlnghasreconciledmetoGod,andhumanity!Ihadriseninan-

gryrebellionagainstprovidence‥.I'manangel!"(99)とネリーに言う。

「神と仲直りした」というのは、それほどヒースクリフと再会できたのが嬉しい

う言い回しであって、謙虚なキリスト教徒としての表現とは捕らえがたい。む

しろ、自分が「神に対して腹を立てて盾突いてきた」ことを、ロにしてはばか

らないキャサリンの開き直りが、注意を引く。ヒースクリフと夫ユドガー

(EdgarLinton)の争いによって錯乱状態となったキャサリンは、三日間断食し

た後、過去を振り返ってネリーに語る。キャサリンは、ヒースクリフと引き離

されリントン夫人になったあとの自分は、自分自身の世界から「追放された者、

見捨てられた者(anexile,andoutcast)」(124)になったと言う。このキャサ

リンの自己定義は、ロックウッドの夢に現われた少女の幽霊が、自分は20年間

荒野をさまよっている「宿無し(awaif)」(26)であると名乗ったことと、奇

妙に重なり合う。そして、キリスト教において、死後さまよう幽霊とは、神の

天国から「追放された者」にはかならないのである。

3.「許されざる罪」とは何か

(1)「許されざる罪」の定義

以上見てきたとおり、この物語のなかの「許されざる老」とはキャサリンで

あるという答えが、かなり明白に浮かび上がってきた。では、キャサリンの犯

した「許されざる罪」とは、何なのだろうか。

まず、「許されざる罪」という概念が、キリスト教においてどのように定義づ

けられているかを確認しておきたい加。聖書では、『マタイ伝』、『マルコ伝』、

『ルカ伝』などに、その典拠を見出すことができる。『マタイ伝』の第12章第31-

32節には、「人が犯すいかなる罪も冒涜も許されるが、聖霊を冒湧することは許

されない。また人の子に対して言い逆らう者は許されるが、聖霊に対して言い

逆らう者は、この世でも来るべき世でも決して許されない」とある。『マルコ伝』

第3章第28-29節、『ルカ伝』第12章第10節にも、ほぼ同じ趣旨のことが書かれ
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ている。『ヨハネの第一の手紙』第5章第16節に言及されている「死に至る罪」

(thesinuntodeath)も、この「許されざる罪」(theunpardonablesin)を指し

ているものと考えられる。21っまり聖書では、人間が犯すあらゆる罪は許される

が、「聖霊に逆らう罪」(thesinagainsttheHolySpirit)22だけは、絶対に許さ

れない罪であると規定されているのである。聖霊に逆らう罪とは、聖書中の文

脈では具体的に、イェスの行った奇跡を悪霊の技であると言って故意に中傷し

たノくリサイ人の行為を指しているが、通常は、神の尊厳や力を無視する言葉を

吐いて神に大胆に敵対する態度や、故意に強情になって決して悔い改めようと

せず、神の救いから自らを閉め出すような背信的態度を意味する。かしたがって、

聖書における「許されざる罪」の概念とは、神に対する人間の故意の反逆であ

ると解してよいであろう。

「許されざる罪」のテーマは、古来、西洋文学においてしばしば取り上げら

れてきた。飢ミルトンの『失楽園』は、その代表例の一つである。これは、神に

対して意図的に反逆し大胆に敵対したサタンを中心に、「許されざる罪」のテー

マを大規模に措いた物語である。この作品における「楽園喪失」のモチーフが、

『嵐が丘』におけるキャサリンの夢の内容と重なり合うことについては、すでに

指摘したとおりである。ここで、『嵐が丘』と『失楽園』の構造的関係について、

もう少し考察を推し進めておきたい。

(2)ヒースクリフの楽園喪失

『嵐が丘』には、ヒースクリフを中心とするもう一つの「楽園喪失」のモチー

フが含まれている。ヒースクリフは、他の登場人物からもしばしば「悪魔」

(devil)や「鬼」(goblin)、「怪物」(monster)などと呼ばれていて、その凄ま

じい激情や異常な言動、復讐行為、悪魔的外貌ゆえに、彼をサタンと結びつけ

る批評家は多い。『嵐が丘』の物語中に「許されざる老」がいるとするならは、

その筆頭に挙げるべき人物とは、ヒースクリフであると一般には考えられるに

ちがいない。シャーロット・プロソテ(CharlotteBront6)も、1850年版の『嵐
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が丘』に付した序文において、亡き妹エミリーの作品を評価しながらも、ヒー

スクリフだけは弁護の余地のない人物であるとし、はじめから終わりまで「ヒー

スクリフは地獄に向かって矢のようにまっしぐらに、ただの一度も逸れること

なく突き進み、救いからほど遠いところにいる」缶と述べている。

しかし、ヒースクリフの地獄堕ちのモチーフが読みとれるとしても、彼を天

国から突き堕としたキリスト教的「神」と彼の関係は、この作品にはほとんど

措かれていないのである。ヒースクリフは、キャサリンを失ったあとの自分に

は「死と地獄(deα兢and/Ieの」(147)しか存在しないと言う。しかし、彼女

が死んだときヒースクリフが呪いの言葉を発するのは、彼女を自分から奪った

神に対してではない。彼ほ自分を取り残していった「嘘つき」(aliar)キャサ

リンに対して、"Iprayoneprayer-Irepeatittillmytonguestiffens-

CatherineEarnshaw,mayyOunOtreSt,aSlongasIamliving!"(167)と、直

接呪いの言葉を向けている。ではヒースクリフがサタソと重なる人物であると

するならば、彼は何に対して反逆したのであろうか。

ヒースクリフは、リントン夫人となったキャサリンに再会したあと、彼女に

対する恨みを述べ立てて復讐を宣言する。驚いたキャサリンがその真意を尋ね

たとき、彼は次のように述べる。

"Iseeknorevengeonyou.‥That'snottheplan-Thetyrantgrinds

downhisslavesandtheydon'tturnagalnSthim,theycrushthosebeneath

them-Youarewelcometotorturemetodeathforyouramusement,

Only,allowmetoamusemyselfalittleinthesamestyle-Andrefrain

frominsult,aSmuChasyouareable.Havinglevelledmypalace,don't

erectahovelandcomplacentlyadmireyourOWnCharityinglVlngmethat

forahome."(111)

ここでヒースクリフは自分自身を、「宮殿」から追われた者、すなわち楽園から
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追放された者として位置づけている。宮殿を破壊した者、つまり彼を楽園から

追放した「暴君」とは、キャサリソを指す。ここからは、神によって楽園から

追われた下部が、その恨みを晴らすために、神に対してではなく、神が創った

人間たちに復讐するという『失楽園』のモチーフが浮かび上がってくる。つま

り、堕天使ルシファーたるヒースクリフは、神なるキャサリンに楽園から追放

されたあと、まさにサタソのごとく、キャサリンの縁者であるアーンショー、

リントン両家に次々と復讐してゆくという構図が見えてくるのである。

これと似た構図が、メアリー・シェリー(MaryShelley)の『フラソケンシュ

タイソ』(乃Ⅵ通飢由れ1818)にも見出される。訪冒頭に『失楽園』(第10巻第

743-5行)からの引用がェピグラフとして掲げられていることからも、シェリー

がミルトンの神話を意識的に下敷きにしたことは明らかである。「造物主」

(Maker)に対する人間アダムの悲痛な訴えを綴ったその引用部分には、創造者

プラソケソシュタインに対する「怪物」(monster)の訴えが重ね合わされてい

る。この作品では、怪物はこの世でただ一人自分とつながりを持つフランケン

シュタインから見捨てられ、その恨みを晴らすために、フランケソシュタイン

自身にでほなく、彼の縁者をはじめとする人間たちに次々復讐する。しかし、

怪物はフラソケンシュタイン自身には危害を加えず、憎しみと同時に強い思慕

の念を抱き続け、その死に遭遇して悲しみのあまり破滅する。それと同様ヒー

スクリフも、まさしく怪物のごとく復讐行為を重ねながらも、常にキャサリン

を絶対者のごとく愛し続ける。

死期の迫ったヒースクリフに対して、ネリーは次のように言う。

"Youareaware,MrHeathcliff,.‥thatfromthetimeyouwerethirteen

yearsold,yOuhavelivedaselfish,unChristianlife;andprobablyhardly

hadaBibleinyourhands,duringallthatperiod.Youmusthaveforgotten

thecontentsofthebook,andyoumaynothavespacetosearchitnow.

Coulditbehurtfultosendforsomeone-SOmeministerofany
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denomination,itdoesnotmatterwhich,tOeXplainit,andshowyouhow

Veryfaryouhaveerredfromitsprecepts,andhowunfityouwillbeforits

heaven,unlessachangetakesplacebeforeyoudie?"(330)

この言葉に対してヒpスクリフは、"Ihavenearlyattainedmyheaven;and

thatofothersisaltogetherunvalued,anduncovetedbyme!"と答える。ヒー

スクリフの言う「自分の天国」は、「他人の天国」すなわちネリーが説くキリス

ト教的な天国とは、明らかに異なるものであることがわかる。ネリーの発言の

内容からも、それに答えるヒースクリフの態度からも、彼の念頭から聖書的観

念がまったく欠落しているさまがうかがわれる。彼はことさらキリスト教の神

に反逆しているわけではなく、むしろ別の「宗教」で頭がいっ0m、といった様

子である。その「宗教」とは、キャサリンへの帰依にはかならない。この少し

前にも、ヒースクリフはネリーに、"Today,Iamwithinsightofmyheaven-

Ihavemyeyesonit-hardlythreefeettoseverme!"(325)と言う。そのこ

ろ、ヒースクリフが苦痛と恍惚感の入り交じった表情で、しきりに近くの幻影

を目で追っている様子を、ネリーは目撃している。このことからも、ヒースク

リフの言う「天国」とは、「キャサリンとの再会」を意味することが推測できる。

サタンとなって神なるキャサリンに反逆したヒースクリフは、結局再び下部と

なり、キャサリンのいる世界へ回帰するという願望を追い求め、「復楽園」を達

成するのである。

ヒpスクリフは、死ぬ前のキャサリソに対して、"Becausemisery,anddegra-

dation,anddeath,andnothingthatGodorsatancouldinflictwouldhave

Partedus,yOu,Ofyourownwill,didit."(160-61)と述べている。この表現に

も、ヒースクリフにとってキャサリンが、神や悪魔よりも上位の存在であるこ

とがうかがわれる。ヒースクリフはひたすらキャサリンのみを見ていて、それ

を超越したいかなる存在にも帰依せず、反逆もしない。

問題の「許されざる者は誰か」をテーマとするロックウッドの夢にも、ヒー
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スクリフは登場しなかった。この謎かけの夢との関連でみるかぎり、ヒースク

リフの罪の痕跡はそこにまったく見当たらないのである。そういう意味でも、

やはり「7の71倍目の初め」の夢の外にいるヒースクリフよりも、夢の内にい

るキャサリンのほうが、より「許されざる老」たる可能性が強いと言えよう。

(3)キャサリンの「許されざる罪」とは何か

ではキャサリンは、どのような「許されざる罪」を犯したのだろうか。キャ

サリンが父の権威の前にも屈せず、何者に対しても大胆不敵な態度をとり、神

をも畏れぬ人物であることは、すでに見てきたとおりである。ロックウッドが

嵐が丘屋敷の寝室で見つけた聖書には、キャサリンの日記と狂信的信者ジョウ

ゼフの漫画がかき込まれている。彼女はその厳めしい聖なる書物に平気で落書

きし、冒漬してはばからない。また、夢のエピソードが物語っているとおり、

キャサリンは天国から突き堕とされても悔い改めず、むしろ神から見放された

ことを喜ぶような背教的思想の持ち主である。

キャサリンは、少女のころから「小さな女主人(thelittlemistress)を演じ

る遊びが大好きで、手を振り回して仲間に命令し」(42)、「15歳のころには、こ

あたりの地域では女王さま(thequeen)のような存在で、競争相手もなく、すっ

かり高慢で我が値な娘になった」(65)とネリーは述べている。このようなキャ

サリン像のモデルを、エミリーが少女時代に妹アソ(AnneBrontb)とともに

構想した「ゴンダル王国」(Gondal)物語の女王に見出す批評家も少なくない。

FannieRatchfordは、シャーロットとブランウェル(BranwellBronte)の構想

した「アングリア王国」(Angria)物語では、ノくイロン的な主人公アーサー・ウェ

ルズリー皇帝(ArthurWellesley)への愛に貴婦人たちが身を捧げるのに対し

て、「ゴソダル王国の女王は、その圧倒的な美しさと魅力によって、彼女を愛す

る男たちを足もとに脆かせ、その利己的な残酷さによって、彼らに悲劇をもた

らす」と指摘している。釘っまり、エミリーのゴンダル王国は女王が君臨する世

界であり、『嵐が丘』もまた、キャサリンが女王のごとく、自分を愛する男たち
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を支配する世界であると考えられるのである。ヒースクリフは言うまでもなく

エドガ一にとっても、キャサリンは運命を狂わせるファソ・ファタールであっ

たと言える。

しかしヒースクリフは、たんに女王の臣下、崇拝者たるには留まらなかった。

彼は、女王キャサリソから無慈悲な扱いを受けたとき、彼女を神の位置に据え、

サタンのごとき復讐に身を投じる。この反目のなかで、キャサリンほとことん

ヒースクリフを道連れにすることを決する。彼女は死んだのちまでヒースクリ

フの心を支配し続け、死霊となって地をさまよいながら彼の死を待つ。こうし

てキャサリンは、生きている間も死んだあとも、ひたすら一人の男の絶対者た

る道を突き進んだのである。このようなキャサリンの態度は、キリスト教にお

いて「神への反逆」と呼ぶに値するものであろう。一人の人間の絶対者になろ

うとする行為は、神の力に対する大胆な挑戦ともとれる。『フランケンシュタイ

ソ』では、科学者フラソケソシュタインは、人間を創造するという野心に駆ら

れて、怪物を産み落とす。一人の人間の創造者たろうとする行為は、神の力に

対する大胆不敵な挑戦であり、その許されざる罪の結果、フランケンシュタイ

ンは"...1ikethearchangelwhoaspiredtoomnlpOtenCe,Iamchainedinan

eternalhell."28と自ら述べているとおり、地獄堕ちの運命に至ったと解釈するこ

とができる。それと同様、ヒースクリフの絶対者になり彼を「怪物」のごとき

者に変えてしまったキャサリンも、キリスト教の枠組みにおいては、神を冒涜

する「許されざる罪人」ということになるであろう。

おわりに

以上のように、聖書にそって解釈すると、『嵐が丘』は一人の男の絶対者にな

ろうとした「許されざる者」キャサリ/の物語であると読み解ける。しかし、

この作品では「許されざる罪」のテーマほ、あくまでも一人の登場人物ロック

ウッドの夢という枠組みのなかで掲げられているのであって、作者の声が告げ
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るものでも、神託として与えられたものでもないことを想起しなければならな

い。平凡なヴィクトリア朝紳士の悪夢に現われた、きわめて狭い峻厳なキリス

ト教世界において、そのテーマは提示されているのである。ジョウゼフがこの

夢の数少ない登場人物の一人であることも、注意を引く。エミリーはジョウゼ

フ像を通して、偽善的なカルヴィソ主義者を詞刺しているとしばしば指摘され

る。かこの人物が、「巡礼の杖」の代わりに、罪人を打ち倒すための「握りの太

い棍棒(aheavyTheadedcudgel)」(23)を携えて登場することからも、この夢の

世界が偏狭に歪められたものであることが察せられる。また、HillisMillerも

指摘するように、「7の70倍」についてのイェスの教えとは、本来の聖書のコン

テクストでは、隣人がいかに罪を犯してもわれわれは許し続けるべきであると

いう趣旨の忠告であるのに、ジェイベスは字義通りの解釈に固執して、490の罪

を辛抱強く待てば隣人に復讐することが正当化されるというように曲解する。灘

このジェイベス像の描写を通して、エミリーはメソディスト主義を諷刺してい

るとも指摘されている。31

このような歪曲した夢のなかに聖書の命題を押し込み、複雑に屈折させると

いう方法をとることによって、作者は自分自身の聖書に対する解釈を隠す。エ

ミリーが、ある特定の宗派を批判しようとしているのか、それとも聖書の教え

に対して大胆な異説を唱えようとしているのか、あるいはそのどちらでもない

のかは、結局判断できず謎のまま残る。SandraGilbertが言うように、エミリー

は、ミルトン的な伝統的キリスト教観に対して、自分の創作した女主人公キャ

サリソにもまして激しく反発し、自らの王国を求めてやまない作家であったか

もしれない。32しかしまた、エミリーの詩"Nocowardsoulismine"には、次

のような詩節がある。

Nocowardsoulismine

Notremblerintheworld'sstorm-trOubledsphere

IseeHeaven'sgloriesshine
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AndFaithshinesequalarmlngmefromFear

OGodwithinmybreast

Almightyever-preSentDeity

Life,thatinmehastrest

AsIUndyingLife,havepower、inthee

Vainarethethousandcreeds

Thatmovemen'shearts,unutterablyvain,

Worthlessaswitheredweeds

Oridlestfrothamidtheboundlessmain

Towakendoubtinone

Holdingsofastbythyinfinity

Sosurelyanchoredon

ThesteadfastrockorImmortality...33

ここで詩人は、「私の胸の内なる神、常にまします全能なる神よ」と己の「神」

に呼びかけている。詩のなかの「私」は、「天の栄光の輝き」や「信仰の輝き」

を見て、「不滅の不動の岩に確固として錨をおろした神の無限性」を高らかに謳

いあげる。この詩に見られるのは、ひたすら自分の魂の内に神の在処を求める

詩人の姿であって、反逆の精神ではない。この「神」への「信仰」がいかにエ

ミリー独自のものであったとしても、それが必ずしもキリスト教と括抗するも

のであったと断じることはできないのである。

では、キャサリソに「許されざる者」の烙印を押すものはいったい誰なのか

という謎が最後に残る。それが謎であるかぎり、『嵐が丘』に描かれる登場人物

たちの言動がいかに非道徳的であろうとも、この小説自体が本質的にキリスト
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教を冒湧する作品であるという結論を出すことはできないのである。

注

69
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